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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 24,151 △21.4 650 △38.3 934 △28.7 665 △19.4

21年3月期第3四半期 30,745 ― 1,054 ― 1,310 ― 825 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 15.59 ―

21年3月期第3四半期 19.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 41,752 28,558 66.3 649.08
21年3月期 41,700 28,044 65.1 636.04

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  27,694百万円 21年3月期  27,141百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00
22年3月期 ― 6.00 ―

22年3月期 
（予想）

6.00 12.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,000 △18.3 1,000 △0.7 1,250 △11.9 800 △10.5 18.75
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注）詳細は、４ページ【定性的情報 ・ 財務諸表等】 ４.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合
があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 43,140,999株 21年3月期  43,140,999株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  473,053株 21年3月期  468,961株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 42,670,164株 21年3月期第3四半期 42,688,220株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な景気低迷が続く中、一部の産業において景
気後退の底打ちの兆しがみられるものの、全体としては企業収益や雇用情勢は低水準にとどまり、個人所
得の減少やデフレの進行など、引き続き厳しい状況が続いております。  
 繊維業界においても、消費者の生活防衛意識の高まるなか、低価格志向が一段と強まり、最終製品の価
格が落ち込み、非常に厳しい状況が続いております。  
 このような状況の中、当社グループは攻めの経営方針を崩さず、今後の成長に向けた新素材開発や非価
格競争力のある素材開発と、積極的な展示会の開催等による新規市場開拓、また多角化に向けた新規事業
などに経営資源の投入を行いました。同時に、製造段階での徹底したムダ・ロスの排除やフレキシブルな
生産体制の整備によるローコスト化など、グループ一丸となって利益体質の強化に努めました。しかしな
がら、市況低迷の影響は避けられず減産を余儀なくされました。  
 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、24,151百万円（前年同期比21.4%減）となり、営業
利益は650百万円（前年同期比38.3%減）、経常利益は934百万円（前年同期比28.7%減）、四半期純利益は
665百万円（前年同期比19.4%減）となりました。  
  
事業のセグメント別状況は以下の通りであります。 

  

［繊維事業］  

衣料ファブリック部門は、当社の高感性素材の開発と市場導入を進めたものの、世界的な経済不況の影
響によるマーケットの市況回復が遅れていたこともあり、減収となりました。 
 資材ファブリック部門は、医療・福祉分野が堅調に推移しましたが、車輌分野は、期前半の自動車メー
カー減産による影響が大きく、減収となりました。 
 製品部門は、水着等が夏場の天候不順の影響を受け、減収となりました。 
 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当事業の売上高は23,482百万円（前年同期比22.3％減）とな
りました。 
  
［その他の事業］ 
物流分野が堅調に推移し、また商事分野の小松エージェンシー㈱を連結子会社に加えた結果、当第３四

半期連結累計期間の当事業の売上高は669百万円（前年同期比28.0％増）となりました。 
  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金、商品及び製品が減少したほか有形固定
資産が償却により減少したものの、株式市場の上昇により投資有価証券が増加したことなどから、前連結
会計年度末に比べ52百万円増加し41,752百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価
償却費の計上に加え、たな卸資産の減少等により3,245百万円の収入となりました。投資活動によるキャ
ッシュ・フローは、有価証券の償還による収入があったものの、固定資産の取得による支出などにより
177百万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローでは、配当金の支払い等により476百
万円の支出となりました。 
 これらに為替換算差額８百万円及び第１四半期連結会計期間より小松エージェンシー㈱を連結子会社と
したことによる現金同等物の影響額83百万円を加え、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物
は、前連結会計年度末に比べ2,665百万円増加し、10,143百万円となりました。 

  

平成22年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成21年５月12日公表の業績予想から変更はあ
りません。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 財政状態

(2) キャッシュ・フローの状況

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出は、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地た
な卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

定率法を採用している資産は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法
によっております。 

法人税等の納税額の算定は、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に
よっております。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断は、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は一時差異等の発
生状況に著しい変化が認められた場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタッ
クス・プランニングに当該著しい影響を加味したものを利用しております。 

  

該当事項はありません。 
  

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

1. 棚卸資産の評価方法

2. 固定資産の減価償却費の方法

3. 法人税並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,642 5,526

受取手形及び売掛金 8,257 8,758

有価証券 4,000 3,850

商品及び製品 1,898 2,359

仕掛品 724 791

原材料及び貯蔵品 1,322 1,528

繰延税金資産 104 140

その他 253 310

貸倒引当金 △90 △87

流動資産合計 24,110 23,178

固定資産   

有形固定資産 8,839 9,944

無形固定資産   

のれん 135 169

その他 167 200

無形固定資産合計 302 370

投資その他の資産   

投資有価証券 6,617 6,006

繰延税金資産 1,567 1,893

その他 336 331

貸倒引当金 △22 △25

投資その他の資産合計 8,499 8,206

固定資産合計 17,641 18,521

資産合計 41,752 41,700
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,513 6,531

短期借入金 509 509

未払法人税等 186 10

賞与引当金 103 191

その他の引当金 249 －

その他 820 1,448

流動負債合計 8,382 8,691

固定負債   

退職給付引当金 4,225 4,406

役員退職慰労引当金 422 431

負ののれん 41 12

その他 122 112

固定負債合計 4,811 4,963

負債合計 13,193 13,655

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,680 4,680

資本剰余金 4,720 4,720

利益剰余金 18,811 18,659

自己株式 △211 △210

株主資本合計 28,001 27,849

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △134 △547

為替換算調整勘定 △171 △160

評価・換算差額等合計 △306 △708

少数株主持分 864 903

純資産合計 28,558 28,044

負債純資産合計 41,752 41,700
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 30,745 24,151

売上原価 25,516 19,909

売上総利益 5,228 4,242

販売費及び一般管理費 4,174 3,591

営業利益 1,054 650

営業外収益   

受取配当金 92 69

持分法による投資利益 119 75

その他 183 158

営業外収益合計 395 303

営業外費用   

支払利息 6 7

為替差損 125 1

その他 8 11

営業外費用合計 139 20

経常利益 1,310 934

特別利益   

固定資産売却益 148 －

国庫補助金 47 232

特別利益合計 195 232

特別損失   

投資有価証券評価損 213 －

固定資産売却損 4 5

固定資産除却損 50 2

固定資産圧縮損 42 201

特別損失合計 311 210

税金等調整前四半期純利益 1,194 956

法人税、住民税及び事業税 4 192

法人税等調整額 374 85

法人税等合計 378 278

少数株主利益又は少数株主損失（△） △9 12

四半期純利益 825 665
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,194 956

減価償却費 1,117 1,126

貸倒引当金の増減額（△は減少） 103 △0

その他の引当金の増減額（△は減少） △223 161

退職給付引当金の増減額（△は減少） △275 △191

持分法による投資損益（△は益） △119 △75

受取利息及び受取配当金 △145 △117

支払利息 6 7

投資有価証券評価損益（△は益） 213 －

固定資産除売却損益（△は益） △91 7

補助金収入 △47 △232

固定資産圧縮損 42 201

売上債権の増減額（△は増加） 946 513

破産更生債権等の増減額（△は増加） △12 2

たな卸資産の増減額（△は増加） 578 734

仕入債務の増減額（△は減少） △1,119 △31

その他 316 12

小計 2,485 3,077

利息及び配当金の受取額 143 120

利息の支払額 △6 △7

法人税等の支払額 △89 △55

法人税等の還付額 0 111

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,532 3,245

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △60 △908

定期預金の払戻による収入 40 908

有価証券の償還による収入 1,497 499

投資有価証券の取得による支出 △599 △3

固定資産の取得による支出 △925 △848

固定資産の売却による収入 163 1

短期貸付けによる支出 － △200

関係会社株式の取得による支出 △383 △8

その他 146 381

投資活動によるキャッシュ・フロー △121 △177

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △137 0

配当金の支払額 △518 △476

自己株式の取得による支出 △8 △2

自己株式の処分による収入 － 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △664 △476

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,745 2,582

現金及び現金同等物の期首残高 6,485 7,477

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 83

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,230 10,143
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分は売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主な製品等 

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分は売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主な製品等 

  

該当事項はありません 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

繊維事業 
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

30,222 523 30,745 ― 30,745

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

10 1,544 1,554 (1,554) ―

計 30,232 2,067 32,299 (1,554) 30,745

営業利益 956 93 1,050 4 1,054

(1)繊維事業…………衣料用及び産業用繊維素材（薄膜製品を含む）並びに関連品の製造販売

(2)その他の事業……物流、その他繊維事業以外の事業

繊維事業 
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

23,482 669 24,151 ― 24,151

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

18 1,320 1,338 (1,338) ―

計 23,500 1,989 25,490 (1,338) 24,151

営業利益 551 93 645 5 650

(1)繊維事業…………衣料用及び産業用繊維素材（薄膜製品を含む）並びに関連品の製造販売

(2)その他の事業……物流、商事、その他繊維事業以外の事業

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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